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本
書
は
白
峰
村
史
の
下
巻
に
当
り
、
明
年
鞘
行
予

定
の
沿
革
篇
の
上
巻
と
合
わ
せ
て
村
史
と
し
て
完
威

の
は
ず
で
あ
る
。
輪
島
町
史
を
は
じ
め
こ
こ
数
年
間

に
多
数
の
石
盤
県
下
の
町
村
史
を
手
勝
け
た
若
林
喜

三
郎
氏
が
編
集
主
任
と
な
り
、
金
沢
大
学
の
教
宮
等

十
数
人
の
そ
れ
ぞ
れ
專
門
家
の
参
加
を
求
め
、
多
数

の
村
畏
の
協
力
を
得
て
編
纂
さ
れ
た
。

　
白
峰
村
は
石
川
眼
の
東
南
隅
に
位
置
し
、
白
山
肉

細
に
あ
っ
て
、
同
漿
下
で
も
最
も
深
山
奥
地
を
占
め

ま
た
全
圏
属
籍
の
深
雪
地
帯
で
も
あ
る
。
き
び
し
い

自
然
の
糊
約
の
下
に
、
酌
む
つ
し
（
焼
畑
）
、
繊
作
、

幽
稼
の
村
と
し
て
、
北
睦
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
山
村

で
あ
る
。
本
村
は
旧
生
首
十
八
力
村
の
内
に
属
し
、

能
美
郡
に
属
し
た
が
、
終
戦
後
に
石
川
郡
に
編
入
さ

れ
た
。
こ
の
十
八
力
村
は
、
白
山
神
爾
造
営
に
関
す

る
係
争
に
端
を
発
し
、
越
前
・
加
賀
縄
墨
の
訴
訟
事

件
と
な
り
、
寛
文
六
年
幕
府
は
上
知
さ
せ
た
も
の
で
、

こ
の
内
樋
添
・
荒
谷
ニ
カ
村
は
潴
賀
領
で
あ
っ
た
。

手
取
川
の
水
系
に
属
す
る
に
拘
わ
ら
ず
、
勉
の
牛
首

十
六
力
村
は
越
前
大
野
郡
に
属
し
、
明
治
五
年
石
川

県
の
管
轄
と
な
っ
た
の
で
、
同
村
の
入
文
的
関
係
は

近
時
ま
で
大
野
郡
地
方
と
最
も
密
接
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
本
書
は
、
部
落
斑
家
配
蝋
鳳
図
を
は
じ
め
社
　
会
・
農

林
業
・
交
易
・
商
工
業
・
衣
食
往
・
畏
謡
・
伝
説
と

晋
話
・
方
雷
・
地
名
図
の
斎
項
に
つ
い
て
図
表
・
統

計
表
等
を
掲
げ
、
文
化
財
・
古
文
書
を
集
め
て
い
る
。

本
村
の
如
く
広
大
な
地
域
に
亙
り
複
雑
な
地
形
に
所

在
し
、
し
か
も
き
び
し
い
自
然
環
境
の
下
に
、
社
会

生
活
・
生
産
・
風
俗
習
潰
に
特
異
な
内
容
を
保
持
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
資
料
の
調
嶽
集

成
は
極
め
て
適
切
．
な
も
の
と
い
え
る
。
か
つ
ま
た
、

泰
澄
以
来
の
長
い
山
嶽
信
仰
、
白
山
崇
拝
の
伝
承
と

歴
炎
に
覆
わ
れ
、
行
政
管
轄
に
も
幾
多
の
曲
折
を
経

て
き
た
こ
の
地
方
に
お
い
て
は
、
な
お
そ
の
感
を
強

く
す
る
。
　
（
白
峰
村
役
場
遊
行
、
昭
和
三
四
年
暇
月

刊
、
九
二
四
頁
）
　
　
　
　
　
　
（
小
葉
田
　
涼
）

若
林
喜
三
郎
編

山
　
申
　
町
　
史

石
川
購
江
沼
郡
山
中
町
は
古
来
温
泉
と
漆
器
の
生

産
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
涌
三
〇
年
の
合
併

で
九
谷
焼
の
九
谷
を
も
そ
の
範
域
に
含
む
こ
と
と
な

っ
た
人
口
約
八
千
の
町
で
あ
る
。
本
書
は
、
白
峰
村

史
と
同
じ
く
金
沢
大
学
若
林
喜
三
郎
氏
の
編
著
に
か

か
わ
り
、
第
一
部
山
中
町
の
自
然
環
境
と
戸
口
（
七

九
頁
）
、
第
二
部
由
中
町
の
沿
革
・
（
一
五
七
頁
）
、
第

三
部
温
娘
と
生
産
・
交
易
の
発
達
（
二
四
〇
頁
）
、
第

四
部
風
俗
の
変
遷
と
赴
会
の
進
歩
（
　
五
感
頁
）
の

四
部
か
ら
な
り
、
附
録
と
し
て
史
料
篇
（
一
九
二

頁
）
、
合
併
後
の
重
要
事
歴
、
人
物
誌
、
年
表
を
掲

げ
て
い
る
。

　
山
中
温
泉
は
行
基
以
来
の
伝
承
を
有
す
る
が
、
そ

の
記
録
と
し
て
信
愚
し
う
る
最
古
の
も
の
は
文
明
年

酒
ま
で
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
ぜ
ん
、
叙
述

は
戦
圏
以
降
に
比
重
が
大
き
く
、
こ
と
に
「
農
業
を

専
ら
に
し
て
湯
宿
は
か
せ
ぎ
と
心
得
」
　
「
湯
は
田
之

養
二
茂
罷
成
申
妬
」
と
い
っ
た
徳
川
封
建
制
下
の
特

殊
な
規
制
を
う
け
た
混
泉
町
・
温
泉
宿
の
あ
り
方
が

興
味
深
く
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な

「
町
」
と
し
て
の
性
格
が
、
近
在
真
砂
村
の
木
地
屋

に
発
祥
す
る
山
・
甲
漆
器
の
市
場
生
産
展
開
へ
の
有
利

な
要
因
と
な
っ
た
。
い
ま
や
、
大
衆
的
飲
食
器
を
申

心
に
全
国
最
高
の
年
産
額
を
誇
る
山
中
漆
器
は
、
そ

の
出
発
点
か
ら
蒲
郡
（
初
期
に
は
混
泉
宿
が
兼
業
）
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